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高知市域内には、約 100ケ所の遺跡の所在が知 られていますが、城跡 としてのそれは

14ケ所でありました。この数は古文献等にみられる城跡数をかなり下回っており、所在が

確認できない為に一部欠落 していたことがその原因でもあったのです。

今回の調査目的のひとつは、市全域の踏査によってこの欠落部分を補ヤ、 より完全な城跡

分布状況を把握することにありました。ふたつめは、近年の開発によるものに限 らず近世以

降の開墾や植林によって既に破壊されてしまった城跡をも含めて、今日の姿を全て明らかに

することでありました。

調査の結果、消滅 した城跡も多くあるものの、築城以来 400年 以上を経た現在もなお原

形をかなりの程度でとどめているものもあることが判明いたしました。また、多くの城跡か

ら遺物を表面採取することができました。調査の概要をこの報告書でご紹介いたしますが、

調査目的は十三分に達成されたものと思います。

なお、全国的にみましても、特定の城跡の測量や発掘調査あるいは遺構図作成を省略 した

分布調査は数多く実施されているものの、今回のこの種の全面的調査は殆んどないのが実状

です。そういう意味でも大きな価値があるものと考えております。

この調査は、岡本健児、前田和男、宅間一之、大原純―の諸先生のご尽力により、はじめ

て可能 となったものであり、厚 くお礼を申し上げます。この調査結果 を高知市の今後の文化

財保護行政 。史跡保護行政の基本資料 として生かすとともに、歴史を研究されている方ある

いは学校等におかれまして、基本資料あるいは教材として大いに活用されることを念 じてお

ります。

昭和 59年 2月 29日

高知市教育長  山  本  準 一

じイよ
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高知市内の城跡、それも主 として中世山城の分布調査を高知市教育委員会の昭和 57年度

の事業として実施した。その結果、その所在を確認し、しかも城郭の遺構をも探知出来得た

ものは 42個所に及ぶ。筆者が調査前に推定していた山城数を進かに越えるものである。

高知市は県内唯―の中心的大都市として発展しつつあるが、まだ中世山城はその大半が姿

を消さず残存していたという事ができる。しかし、高知県における古城研究の名著『土佐国

古城略史 』に掲げる高知市の山城で、今回の調査によって、すでに明確に城郭の遺構の大半

が亡失したとみられるものも確認する事ができた。一宮城・円行寺城・躾ケ峰城しかりであ

る。

『 古城略史 』に勝る土佐の城郭研究書として『 日本城郭大系 15』 がある。これに記され

た以上の調査結果を残すには、新しい調査方法が要求される。今回の市教委の実施した調査

の目玉た り得るものは、中世山城の所在確認、さらにその上に立って山城の測図の作製、そ

して山城の地表に散布する遺物の採集にある。特に今回の調査で調査委員会が自負し得るものは、

測図を作製した事であろう。中世山城には詰ノ段があり、さらにニノ段、そして時に三ノ段

を持つものがある。それらに付随する土塁、さらにそれらを囲む堀切、竪堀等の配置もみら

れる。また特定の城郭には井戸も所在する。これら厳密な測図を作ったゆえに、県内10個所程

度発掘した山城を併せ考える事によって、筆者等は発掘をせずに個々の中世山城の縄張や構

築の在 り方を類推する事ができるようになった。真に学問的に有難い事である。

この調査によって、高知市の中世山城は全て埋蔵文化財包蔵地の対象たり得る。また、こ

の報告書を基礎 として、土塁や詰ノ段、あるいは竪堀・堀切等の遺構の残存の良好なものは

史跡 としての保護も必要となろう。この方面での活用を切に願いたい。

高知市文化財保護審議会

― -1-―

会 長  岡 本 健 児
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Ⅱ 城  跡 の 概 要



名 称 1.行 )ll 城 (大黒城
ヽ

ノ

所 在 地 高知市行川城山

遺構の状況

現 状 山頂 山林

保 存 度 良

遺構の特色

詰ノ段は周囲を上塁がとり巻いており、南側と東側が切れて出入口となっている。二の段の西端には土留の

石積が残 り、三の段は尾根筋の東に一条西に三条の堀切を残し、北西下に一条の竪堀が長く谷までのびている。

そ の 他

南山腹下に本宮様という神社跡があって削平されている。学校の西方上に土居屋敷、又この東側に的場の小宇

が残 っている。手箱山から高知城下迄氷を運んだという雪道と同じと思われる往還がすぐ近くを通 っている。

城の門柱石を行川の忠霊塔に持って来てあったというが現在は不切。この城跡南下の輔 劇司辺16部港の総氏神で

あったが、戦後行ナII氏神様に合祀した。

関連 文 献

及び 資 料

官地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本叛郭全集 13

山本 大他 日本戎導Б大系 15

高知県史上

昔楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭 51

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭 26)

高知県立図書館

前田和男    (昭 47)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会 (昭 34)

土佐国古城記  (天保 13)

土佐遺語 巻 1

土佐州郡志 巻19

南路志 蘭国之部 巻 714

染付 (明代 )・ 青磁・土師質土器・瀬戸焼・備前焼
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長畝城跡より 土居屋敷跡より

左 土居屋敷跡、右 詰 ノ段追手 (北よ り )

詰ノ段西土塁土留石 詰ノ段西土塁 (南より)

-14-



詰 ノ段南面堀切 (西より )

西竪堀 (上より)

ニノ段東面堀切 (下よ り )

西竪堀 (下よ り)

西尾根に残る第一堀切 (北より)

-15-

西尾根第二堀切 (南より )



掌           |
染付 (外面 )・ 青磁

染付 (内面 )。 青磁
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名 称 2.長  畝  城  (城ケ森・一宿城 。一夜城 )

所 在 地 高知市行川

遺構の状況

現 状 山頂 公園 畑

保 存 度 不  良

遺構の特色

詰ノ段に平坦地のみ残る。ほぼ円形に近い11れ位の郭である。二の段は畑地に完全に削り取られている。地

元では詰ノ段の方を大城、二の段を小城と呼ぶことがある。

そ の 他

朝倉から本山へ退去の途中この城で一宿した話が残る。すぐ近くに手箱山から高知城下まで氷を運んだとい

われる往遺道がある。

関連 文 献

及び 資 料

……18-
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東 尾 根 よ り

言吉ノ段 (西より) 詰ノ段 (南より)

詰ノ段 (ニノ段より)

ニノ段 (詰 ノ段より) 神森 (長畝城跡より)



名 称 3.朝 倉 城 (重松城 )

所 在 地 高知市 朝倉城 山

遺構の状況

現 状 山頂 山林 。畑・公園

保 存 度 やや不良 県指定  畑地利用・宅地・墓地 となり周辺部は道路に削 ,と られている。

遺構の特色

城詰北西隅に八幡宮が祭 られ、その東方にわずかに土塁の一部を残す。おそらく土塁はとりまいていたであ

ろう。詰 ・西郭を囲むように大きい空堀が二重三重にはしり、竪堀も深 く残 り大規模な城跡である。詰の北西

下には井戸も残存する。

西の出丸の茶日ケ森 もこの郭を囲むように浅い空堀が残 り、北および南には竪堀がはしり、西尾根は堀切で

仕切 られている。なお西郭およびニノ段・三ノ段等にも土塁がわずかに残 っている。

そ の 他

神田南城と朝倉城の間には古戦場 として伝承 されるところも多 く、現在も田や宅地内に五輪塔や小祠が多

く残存する。

伊野町八代に本山海渓の墓 と伝承されるものがある。

関連 文 献

及び資 料

宮地森城  土佐国古城略史
橋詰延寿他 日本城郭全集 13
山本 大他 日本城郭大系 15
山本 淳  土佐美術史

高知県史上

前田和男  高知県の史跡と文化財
高知市の文化財と旧跡

高知市史上

本山町史上

高知県史古代地編

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭51)

人物往来社  (昭 42)
新人物往来社  (昭 54)
高知教育会 (昭 2)歴史図書 (昭 55)
高知県史編纂会 (昭26)

前田和男   (昭 45)
高知市教育委員会 (昭 54) 

・

高知市

本山町

高知県

(昭 33)

(昭 54)

(昭 46)

西山晴視  土佐の古叛         高知新聞社   (昭 46)
安岡源一  朝倉城塞と朝倉合戦  「 土佐史談 」53号
安岡源一  岡豊城を中心とする土佐の城郭  「 岡豊村史」(昭34)

土佐古城記  (天録 13)
土佐古城伝承記     皆山集 2
土佐遺語 巻 1・ 2
土佐州郡志 巻21
南路志 関国之部 巻 7、 4
土佐物語 巻 2、 4
土佐軍記 (四国軍記 )巻 2
元親記上

長元記乾

土佐国編年紀事略 巻 5

朝倉古城跡図  (故吉松清氏蔵 )
土佐郡朝倉庄地検帳  天正16年

備前焼

県立図書館

(昭 50)

前田和男    (昭 47)
宅間一之    (昭 40)
高知県文教協会  (昭 34)
国史研究会   (大 3)
国史研究会 (大 3)歴史図書 (昭 51

-21-
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東郭 (南より )

南面堅堀道 (上 より) 南面堅堀道 (下より)

東郭南面第 1空堀 (西 より)
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詰ノ段 (南より) 詰、北にわずかに残る土塁

西郭ニノ段北の上塁詰北西下の井戸

西郭北面第 2空堀 (西より) 西郭南面堅堀道 (上より)
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名 称 4.神 森 城

所 在 地 高 知 市 福 井

遺構の状況

現 状 山頂 ・公園

保 存 度
やや不良 詰ノ段は公園となった為か周囲にかすかに土塁跡 らしき盛上が残る。そして南斜面は ミ

カン園により大巾に手が加えられている。

遺構の特色

詰ノ段は周囲にかすかに土塁跡 らしき盛上が残る。ニノ段には土塁が残る。三の段の北側にも土塁のくずされ

た残 りがある。四ノ段は削平されて ミカン畑になっている。詰ノ段の北及び西を囲むように郭がある。西の尾根

に出丸の平坦地が 4ケ 所程残 っている。西 ノ段北斜面に一条の竪堀が残 っている。

そ の 他

南山麓に大屋敷の小字があり、そこには出雲守の妻をlTEる という落神様の小祠がある。白米城伝説がある。

関連 文 献

及び資 料

官地森城

橋詰延寿他

山本 大他

前田和男

安岡源一

土佐国古城略史

日本城郭全集 13

日本城郭大系 15

高知県史上

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭51

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭 26)

神森城と陣ケ森城  「土佐史談」154号

岡豊城を中心とする土佐の城郭  「岡豊村史」(昭 34

土佐国古城記  (天保 13)

土佐古城伝承記     皆山集 2

土佐遺語 巻 1、 3

土佐州郡志 巻20

南路志 蘭国之部 巻 7、 1

土佐/7o語 巻 4

土佐国編年紀事略 巻 5

高知県立図書館

(昭 50)

前田和男   (昭 47)

宅間一之   (昭 40)

高知県文教協会 (昭 34)

国史研究会   (大 13)

-28-



神
森
城
跡

Ｎ 止 Ｔ 上 下 ―
//

鍵
思

1弾
背
瞬
霊
1囲
員
片

西
副
こ

1設

段
土
勤
難
が
能

:諄
"I
ダ

尊
壇
凝
謬
鞠
爆
撃
藝
娑
主
亜
ゴ
リ

〉を
上 =
み
∵
μ
｀

半

サ す

―
| 
一
'´
~

＼
 
´
ノ

エエ
驚
洋
一
鞘



福 井 よ り

大 屋 敷 よ り

三吉ノ段 (西より) ニノ段 (西よ り)



ニノ段土塁 (西ょり)

西郭ニノ段 (東ょり)

三 ノ段 (西より)

西郭三ノ段北上塁 (西より)

西郭三ノ段 (南 より)
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名 称 5. 福 井 別 城

所 在 地 高 知 市 福井 町

遺構の状況

現 状 山腹 宅地 (旭 ケ丘団地 )

保 存 度 消 滅

遺構の特色

そ の 他

宅地造成以前には小丘があり、北には空堀 (堀切と思われる )が残存していたらしい。また、城の南、三段の

城の地名もあったようだ。

関連 文献

及び 資 料

宮地森城

橋詰延寿他

山本 大他

土佐国古城略史

日本城郭全集 13

日本城郭大系 15

高知県史上

巻20

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭 51

人物往来社    (昭 42)

新人物往来社   (昭 54)

高知県史編纂会  (昭 26)

土佐州郡志 宅間一之 (昭40)

-32-



福 井 別 城

城跡の上附近 (東 より)現状 (南より)

福 井 西

H!鯰

‰

城 跡 の現 状 城跡出上の石臼
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名 称 6.杓 田 城

所 在 地 高知市 本官町

遺構の状況

現 状 山腹・宅地  (鏡丘団地 )

保 存 度 消 滅

遺構の特色

宅地造成前にはこの城跡に大黒様 という小社があり、本丸跡に土塁や郭が残 っていたという。現在は城跡南

部にわずかの堀切を残すのみである。

そ の 他

関 連 文 献

及び 資 料

宮地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集 13

山本 大他  日本城郭大系 15

高知県史上

青楓会 (昭 10)上佐史談会 (昭 51

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭 26)

高知県立図書館

前田和男   (昭 47)

宅間一之   (昭 40)

高知県文教協会 (昭 34)

土佐国古城記  (天保 13)

土佐遺語 巻 1

土佐州郡志 巻 20

南路志 蘭国之部 巻 7、
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西 よ り

杓田城跡南面堀切 (西 より)Jし  よ り

南面堀切 (東より)



名 称 7. 鵜 来 巣 城

所 在 地 高 知 市 朝 倉

遺構の状況

現 状 山頂 山林・公園

保 存 度 消 滅

遺構の特色

そ の 他

北偵」が高い山で大木が繁 り盤瀬山と称し、斉明天皇の廟所不入山であったと伝えられる。現在公園となり遺

構は見当らない。

関 連 文 献

及 び 資 料

官地森城  日本国古城略史       青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭 51

橋詰延寿他 日本城郭全集 13      人物往来社   (昭 42)

山本 大他 日本城郭大系 15       新人物往来社  (昭 54)

高知県史上         高知県史編纂会 (昭 26)

安岡源一  岡豊城を中心とする土佐の城郭  「 岡豊村史」 (昭 34)

土佐州郡志 巻21

南路志 闘国之部 巻 7

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会 (昭 34)

土佐郡朝倉庄地検帳  天正16年
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杓 田 城 (備前 )

神田南城 (備前 )

神ノ森城 (備前 )

田部島城 (お ろし皿 )
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名 称 8,恵 美 城

所 在 地 高 知 市 朝 倉

遺構の状況

現 状 山頂 山林

保 存 度 不 良

遺構の特色

詰ノ段には平坦地が残 り、北東に盛土が見られるが土塁跡かも知れない。現在は雑木林である。つ 段嬬 ノ

段を悶むように郭が残 り北allにはかすかに上塁跡が残る。

そ の 他

地元では東の城、中の城、西の城という伝承があり、東の城が本城台と思われる。

関連 文献

及び資 料

宮地森城

橋詰延寿他

山本 大他

土佐国古城略史

日本城郭全集 13

日本城郭大系 15

高知県史上

言楓会 (昭 10)上佐史談会 (昭51)

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭26)
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南 よ り

詰ノ段北上塁跡と上留石 ニノ段北 (西より)

浅い東堀切 (北より)ニノ段北 (東より)
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名 称 9.鴨 部 城

所 在 地 高 知 市 鳴 部

遺構の状況

現 状 山頂 畑 宅地

保 存 度 消滅

遺構の特色

そ の 他

関連 文献

及び資 料

宮地森城1 土佐国古城略鬼

橋詰延寿他 日本城郭全集 13

山本 大他 日本城郵大系 15

青楓会 (昭10)上佐史談会 (昭51)

人物往来社   (昭 42)

新人物往米社  (昭 54)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会 (昭34)

土佐州郡志 巻21

南路志 関国之部 巻 7、

尾戸焼
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西 よ り 詰の現状 (東より)

尾 戸 暁
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名 称 10.万 々 城

所 在 地 高 知 市 万 々

遺構の状況

現 状 台地 畑・墓地

録 存 度 やや不皇

遺構の特色

詰ノ段の西北に土塁が残り、北及び西下に堀切がある。詰ノ段北狽↓は土塁から5η位切れている。二の段に若官

神社があり城主の墓碑がある。

そ の 他

墓碑に「 万 村々中尾城主 吉松十右衛門尉光久墓所」とある。城跡南の小字は奥屋敷。

関連 文 献

及び 資 料

官地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集 13

山本 大他 日本城郭大系 15

高知県史上

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭 51

人物往来社    (昭 42)

新人物往来社   (昭 54)

高知県史編纂会  (昭 26)

高知県立図書館

前田和男    (昭 47)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会  (昭34)

土佐国古城記  (天録13)

土佐遺語 巻 1

土佐州郡志 巻20

南路志 関国之部 巻 7、

土師質土器・備前焼 他
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南 ょ り ニノ段東 (西より)

詰 ノ段北 (西よ り )

尾根より詰方向に見る 右斜面に堅堀が残る詰の北西下に残る深い堀切 (北東より)
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名 称 11.嘉 武 録 宇 城 (寒方城 。寒防城 )

所 在 地 高知市中万々

遺構の状況

現 状 山頂 宅地・墓地

保 存 度 消滅 宅地造成 (つつじヶ丘団地 )

遺構の特色

そ の 他

関連 文献

及び資料

宮地森城  土佐国古城略史       青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭51)

橋詰延寿他 日本城郭全集 13      人物往来社   (昭 42)

山本 大他 日本城郭大系 15       新人物往来社  (昭 54)

土佐国古城記  (天保13)       高知県立図書館
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福井中城出土遺物

◇  穂

鉄片 。青磁 。土師質土器・ 傭前焼 他
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名 称 12.福 井 西 城

所 在 地 高 知 市 福 井町

遺構の状況

現 状 平地 グランド(高知学園 )

保 存 度 消滅

遺構の特色

そ の 他

造成前の城山は西の城といって最頂部に約一反位の平坦地が残 り、北、西、南はきりたっていて東側のみゆ

るやかな山であったらしい。神社があって丸い石を御神体として祀っていたという。

関連 文献

及び 資 料

宮地森城  土佐国古城略史       青楓会 (昭 10)土佐史議会 (昭 51)

橋詰廷寿他 日本城郭全集 13      入物往来社   (昭 42)

山本 大他 日本城郭大系 15       新人物往来社  (昭 54)

大高坂之郷地検帳  天正15年

-50-



名 称 13.福 井 中 城

所 在 地 高知市北端町

遺構の状況

現 状 山頂 畑

保 存 度 不  良

遺構の特色

詰ノ段に平坦地が残る。ニノ段にも平坦地が残るが、かなり削り取られ遺構は残存せず。

そ の 他

二の段の北隅に小祠があ り武者をlTEる という。

関連 文献

及び 資 料

官地森城  土佐国古城略史       青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭51)

橋詰延寿他 日本城郭全集 13      人物往来社   (昭 42)

山本 大他 日本城郭大系 15      新人物往来社  (昭 54)

大高坂郷地検帳  天正15年

鉄片・青磁・土師質土器・備前焼他 (写真49頁 )
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西  よ り 詰 ノ段 (西よ り)

南東部より言吉ノ段 (東 より)

詰西下にある小祠



名 称 14.福 井 元 尾 城

所 在 地 高知市福井町

遺構の状況

現 状 山頂 宅地 墓地

保 存 度 消滅

遺構の特色

そ の 他

関連 文 献

及び 資 料

官地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集

山本 大他 日本城郭大系15

土佐州郡志 巻20

南路志 関国之部 711

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭51)

人物往来社 (昭42)

新人物往来社 (昭 54)

宅間一之 (昭 40)

高知県文教協会 (昭34)

備前焼
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城跡 (西より) 西隅に残る盛土

備 前 焼
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名 称 15,井 口 城

所 在 地 高知市井 口町

遺構の状況

現 状 山頂 荒畑 墓地

保 存 度 不 良

遺構の特色

永福寺山にあるといわれるが寺のすぐ後の山は墓地となってお り、遺構は確認できない。道を隔てた東側の

小山が東の城といわれる井口城跡である。詰ノ段は平坦地が荒畑となっており、北側がくずれている。詰ノ段

を囲む様に二の段の郭が残る。二の段北下に三の段があるが北の一部を残して周囲が削られており、平坦地と

上塁状遺構が残存する。

そ の 他

関連 文献

及び 資 料

宮地森城

橋詰延寿他

山本 大他

土佐国古城略史

日本城郭全集 13

日本城郭大系 15

高知県史上

高知市の文化財と旧跡

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭 51

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭 26)

高知市教育委員会 (昭 54)

土佐古城伝承記

土佐州郡志 巻21

土佐物語 巻 4

土佐国編年紀事略 巻 5

南路志 蘭国之部 巻 7

皆山集 2 (昭50)

宅間一之    (昭 40)

国史研究会   (大 3)

高知県文教協会  (昭 34)

大高坂郷地検候  天正 15年
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Jし  よ り

言吉ノ段 (東より)

東 よ り

三ノ段西土塁状遺構 (東より )

三ノ段西土塁状遺構 (西より )
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三ノ段北 (西より)



名 称 16.神 田 旧 城

所 在 地 高知市鴨部 (能 茶 山 )

遺構の状況

現 状 山頂 山林・畑・宅地・墓地

保 存 度 消滅

遺構の特色

そ の 他

関連 文 献

及び資 料

宮地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集13

山本 大他 日本城郭大系15

高知県史上

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭 51

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭 26)

土佐古城伝承記    皆山集 2

土佐州郡志 巻21

土佐物語 巻 4

土佐国編年紀事略 巻 5

(Bg50)

(Rg40)

(昭 3)

宅間一之

国史研究会
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名 ゞ 称 17.石 立  城

所 在 地 高知 市 叛 山町

遺構の状況

現 状 台地 畑・墓地・宅地

保 存 度 消滅

遺構の特色

そ の 他

関連 文 献

及び資 料

官地森城  土佐国古城略史

橋詰廷寿他 日本城郭全集13

山本 大他 日本城郭大系15

高知県史上

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭51)

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭26)

(昭50)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会 (昭34)

国史研究会   (昭 3)

上佐古城伝承記

土佐州郡志 巻20

南路志 関国之部

土佐物語 巻 4

土佐国編年紀事略

巻 7

皆山集

・ 2

巻 5

土佐郡井口村1石立村地検帳  天正15年

尾戸焼
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東 よ り

西 よ り 西 よ り

|

尾 戸 焼
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名 称 18. 神 田 南 城 (神田城 )

所 在 地 高 知 市 神 田城 山

遺構の状況

現 状 山頂 山林・神社境内・アンテナ

保 存 度
やや良、最頂部にはアンテナ八幡宮がある。城跡周辺は県道が走 り又宅地化の波が押し寄せてい

る。又植林によって郭の隅がくずれているところがある。

遺構の特色

詰ノ段の周辺を上塁が取り巻いている。 ここには八購様をTEり 、城八幡である。土塁は南側が良く残 り土留の

石積がある。詰ノ段を囲むようにニノ段の郭が残 り、ニノ段を囲んで三ノ段がある。三 ノ段の南下には堀切が二

条残 リー条は竪堀となり南斜面を下に走る。

そ の 他

鍋島修理が屯営したという修理の壇が南面山麓の山道の下に残る。現在は竹林となり、西隅には窪地がある

が当時の池跡であろうか。広さは長さ25切位、巾は10η位である。修理の墓は鍋島神社として3～ 4坪の広さ

があり小祠をTEっ ていた。そこには古い松があり、「 鍋島の松の緑は変らねど思いははるる永藤の役」の歌が

残っていたそうだが、現在は鴨田団地となっており、宅地の庭先の畑の隅にかろうじて小祠が残る。

関連 文 献

及 び 資 料

宮地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集13

山本 大他 日本城郭大系15

高知県史上

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭 51

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭26)

土佐国古城記 (天録13)

土佐遺語 巻 1

南路志 関国之部 巻 7・

高知県立図書館

前田和男    (昭 47)

高知県文教協会 (昭34)
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東 よ り 西 よ り

詰ノ段西土塁 (南より )詰ノ段南土塁の上留石

詰ノ段西上塁上より南
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三ノ段 (西よ り )



三ノ段南 (南西より)

南面堅堀道 (上より )

南堀切道 (憩 り)

南面第 2堀切 (東上より )

三ノ段 南土塁
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南面下にある伝修理の壇 (東より)



名 称 19鷲 一尾 城

所
―
在 1地 高知市驚尾 山

遺構の状況

現 状 山1頃、広場、芳原

保 存 1度 不良―、太平洋戦争中に防空監視所が設置きれていた。

遠緯の特色

講ノ段跡には削1平地のみ残存する。1東及び】ヒ下にも郭が残る防空監視所が置かれる前には講′段には土墨が

残存していたという。

そ の 他

関連文献

及び資料

-66-
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名 称 20.横 浜 城 (水口城 )

所 在 地 高知 市 横 浜 水 口山

遺構の状況

現 状 山頂 山林・神社境内

保 存 度 不  良

遺構の特色

詰ノ段は平坦地が残 り水口神社 をTEる 。そ の下 に 二の段の平坦地が残る。二の段北偵1よ り東下斜面に竪堀

跡が一条残る。

そ の 他

関連 文 献

及び 資 料

宮地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集 13

山本 大他 日本城郭大系 15

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭 51

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社   (昭 54)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会 (昭 34)

土佐州郡志 巻27

南路志 蘭国之部 巻 8
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横 浜 城 琳

横浜城跡 (西より) ニノ段 (北より )右上が詰ノ段

鷲 尾 城 跡
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名 称 21。  長 浜 城

所 在 地 高 知 市 長 浜

遺構の状況

現 状 山頂 山林・宅地 北半分は宅地化 (月 見丘団地 )

保 存 度 不艮

遺構の特色

かつては東西に郭があ り、その間の尾根は堀切で仕切 られ、東を小台、西を大台とい った。確かに西が高 く

詰 ノ段 と思われる。東狽」二の段 も南倒のみ削平地が残る。中央の堀切は一条で、やがて竪堀 となって南斜面 を

下る。

そ の 他

近くに戸の本の古戦場がある。

関 連 文 献

及 び 資 料

宮地森城  土佐国古城略史       青楓会 (昭 10)土佐史該会 (
橋詰延寿他 日本城郭全集13       人物往来社   (昭 42)

山本 大他 日本城郭大系15       新人物往来社  (昭 54)

高知市史上         高知市     (昭 33)

高知県史上         高知県史編纂会 (昭 26)

西山晴視  土佐の古城         高知新聞社   (昭 46)

安岡源一  岡豊城を中心とする土佐の城郭 「 岡豊村史」 (昭 34)

昭 51

土佐古城伝承記   皆山集 2

土佐国古城記 (天保13)

土佐遺語 巻 1、 2

土佐州郡志 巻27

土佐物語 巻 4

南路志 蘭国之部 巻 8、 1

土佐軍記 (四国軍記 )巻 2

元親記上

長元記 乾

土佐国編年紀事略 巻 5

高知県立図書館

前田和男

宅間一之

国史研究会

高知県文教協会

国史研究会 (大 3

(既雪50)

(昭47)

(昭40)

(大 3)

(解734)

)歴 史 図書 (昭 51

-7ユ ー
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南 よ り

南面 (竪堀上より)

西 よ り

戸ノ本の戦碑

哨
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名   称 22種 崎 城

所 在 地 高 知 市 種 崎

遺構の状況

現   状 砂浜・松林

保 存 度 消滅

遺構の特色

そ の 他

長宗我部元親が、本山氏の浦戸叛・長浜城に対して応急的に砂浜に構えた砦と伝えられている。

関 連 文献

及 び資料

-74-



名 称 23.浦 一戸 城

所 在 地 高 知 市 浦 戸城 山

遺構の状況

現 状 山林・国民宿舎・灯台・桂松閣

爆 存 度 不 良

遺構の特色

最頂部の山祗神社に詰跡の一部が残存、南の本城台跡は完全に堀削され国民宿舎等が建ち、ここより東の各

郭についての遺構は残存しない。ただ本城台跡と西ニノ段との尾根に堀切が四条ある。

そ の 他

浦戸・南浦及び海を隔てて種崎の集落が存在する。特に種崎については、地区民の生活源である町井戸を八

ケ所掘らせたと伝えられ、そのひとつが福重氏宅に現存する。

関連 文 献

及び資 料

宮地森城

橋詰延寿他

山本 大他

山本 淳

前田和男

土佐古城略史

日本城郭全集 13

日本城郭大系15

土佐美術史

高知県史上

高知県の史跡 と文化財

高知市の文化財と旧跡

高知市史上

高知県史古代中世編

土佐の古城

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭 51

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県教育会 (昭 2)歴史図書 (昭55)

高知県史編纂会 (昭26)

前田和男    (昭 45)

高知市教育委員会 (昭54)

高知市

高知県

(昭 33)

(昭46)

西山晴視

安岡源一

高知新聞社   (昭 46)

岡豊城を中心とする土佐の城郭 「 岡豊村史」 (昭34)

佐伯文書 建武 3、 1、 8

土佐国露簡集  755、 764

土佐国古城記 (天保 13)

土佐古城伝承記   皆山集 2

土佐州郡志 巻27

南路志 聞国之部 巻 8、 1

土佐物語 巻 4

土佐国編年紀事略 巻 3、 5

浦戸城城古図

浦戸古城之図

高知県史古代中世史料編 (昭 52)

高知県史古代中世史料編 (昭52)

高知県立図書館

(昭 50)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会  (昭34)

国史研究会   (大 3)

高知県立図書館

高知市民図書館
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種崎の浜より

入 守 台 跡

浦戸太橋の左手が西エノ段

1の堀切 (第 2の堀切より)詰と西郭の間の尾根に残る堀切 (第 4)



第 1堀切 (北より) 西郭 (詰跡 より)

長宗我部元親墓 (長浜天甫寺山) 砲台場弾薬庫跡 (灯明台北)

山祗神社を贔Eる (天守台跡 ) 天守台跡斜面に残る土留石
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名   称 24. |三― 谷 域

所 在 地 高 知市三谷

遺構の状況

現   状 尾根先端 鉄塔

保 存 度 消滅 鉄塔
―
がたち、公囲どなっている。

遺構の特色

そ の 他

かつては詰ノ険に平垣地が|あ り、北の尾根には堀切が残―っていたが、現在この堀切 道ヽ路となっている。|三

谷部落の西にな土居屋敷と弓場の小字名が残る.る

翼連 文 献

及び資
―
料

宮地森城

橋詰廷寿他

山本 大他

土佐国古城略史

日本滅廓全集18

日本裁郭大系15

高知県真上

譲 2

青機会 (―昭10)土佐史談会(昭,1)

木物往泰社   (昭 42)

新入密往来社  (贈54)

高知県史編纂会 (昭26)

上佐州糾志 宅聞●之   (M40)

―マ9‐



西  よ り

弓 場 附 近 土 居 屋 敷 跡
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名 称 25。 秦 泉 寺 別 城

所 在 地 高知市秦泉寺秦 山

遺構の状況

現 状 山頂 墓地

保 存 度 不良 墓地山。

遺構の特色

墓地山で遺構は殆ど見当らない。詰ノ段と思われる西に 1ケ所堀切が残る。東に二の段らしい削平地がある。

そ の 他

西南に秦泉寺の泉がある。

関 連 文 献

及 び 資 料

宮地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集13

山本 大他 日本城郭大系 15

青楓会 (昭10)土佐史談会 (昭 51

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会  (昭 34)

土佐州郡志 巻20

南路志 関国之部 巻 7
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東 よ り 西堀切 (南より )

西堀切 (北ょり) 詰ノ段の現状 (西より)
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名 称 26.安 楽 寺 山 城  (久万城 )

所 在 地 高知 市 久 万 城 山

遺構の状況

現 状 山頂 畑 墓地

保 存 度 不良

遺構の特色

詰 ノ段畑地で荒れて、他の郭も畑及び墓地。北側に堀切が四条残る。そして北隅には土塁がわずかに残 り、

西下の郭にもわずかに上塁が残る。東側下にも堀切が残 り二の段西下にも姻切が残るが、南部分は墓地で堀切

が浅い。北堀切は墓地で崩され東半分のみ残存する。

そ の 他

伝久万豊後の墓が城山南東山腹にある。

関連 文 献

及 び 資 料

宮地森城

橋詰延寿他

山本 大他

山本 淳
西山晴視

安岡源一

土佐古城略史

日本城郭全集 13

日本城郭大系15

高知県史上

高知市史上

土佐美術史

土佐の古城

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭 51

人物往来社   (昭 42)
新人物往来社  (昭 54)
高知県史編纂会 (昭 26)

高知市 (昭33)

高知県教育会 (昭 2)歴史図書 (昭 55)

高知新聞社   (昭 46)
岡豊城を中心とする土佐の城郭 「 岡豊村史」 (昭 34)

佐伯文書 建武 3
″ 8

〃  3

土佐国古城記 (
土佐古城伝承記

土佐遺語 巻 1
土佐 州郡志 巻20
南路史 関国之部
土佐国編年紀事略

、 7、 13

、  6、  29

、  8、  11

天保 13)

皆山集

巻 7・ 1

巻 3、 巻 5

高知県史古代中世史料編 (昭52)

高知県立図書館

(昭 50)

前田和男    (昭 47)

宅間一之    (昭 40)

高知県文放協会  (昭 34)

土佐郡久万村地検帳  天正16年

士師質土器、備前焼
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西 よ り

詰北隅土塁 (西より )詰ノ段

詰ノ段 (南 より)

北堀切 (西より )

詰西下郭に残る土塁 (北から ) 南堀切 (南から )
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名 称 27大 高 坂 城

所 在 地 高 知 市 丸 の 内

遺構の状況

現 状 山頂 公園 県庁他 国指定史跡

保 存 度 消滅

遺構の特色
高知城築城により、南北朝期、戦国期の遺構は判別できない。

そ の 他
興国元年 (1340)正月落城、大高坂松王丸 (三代 )の墓は三の瀬橋南の松尾神社 にあり、六代の松久万丸 (大

高坂与助 )の墓は中久万の松熊 (松久万 )神社にあると伝えられる。

関 連 文 献

及 び 資 料

宮地森城  土佐国古以路史       青楓会 (昭10)土佐史談会 (昭 51)

橋詰延寿他 日本城郭金集13       人物往来社  (昭 42)

山本 大他 日本城享b大系15       新人物往来社 (昭54)

高知県史上               高知県史編集会 (昭26)

高知市史上               高知市    (昭 33)

高知県史 古代中世編          高知県    (昭 46)

山本 淳  土佐美術史         高知県教育会 (昭 2)歴 史図書 (昭 55)

安岡源一  岡豊城を中心とする土佐の城享b 「岡豊村史 」 (昭 34)

佐 伯 文書 建武 3 2.22

″     ″ 3  3  22

〃      ″  3  6   29

″      ″ 3   7   13

土佐国古文叢 606

土佐国古城記 (天録 13)

皆山集  3

土佐遺語 巻 1

土佐州郡志 巻22

南路志 聞国之部

上佐物語 巻 4

土佐国編年紀事略 巻 3

大高阪郷地倹帳  天正16年

高知県史古代中世史料編 (昭 52)

″

″

″

高知県史古代中世史料編 (昭52)

高知県立図館

高知県立図書館 (昭 51)

前田和男   (昭 47)

宅間一之   (昭 40)

高知県文教協会 (昭 34)

国史研究会  (大 3)

焼
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名 称 28 潮 江 城

所 在 地 高知 市筆山町

遺構の状況

現 状 山頂 山林 公園 墓地

保 存 度 不良 周辺部は墓地、山頂付近は公園となる。

遺構の特色

詰ノ段を囲むように二の段の郭があり、東に土塁の盛土と土留石がある。二の段の西及び北下にも、平坦地

がある。東の段に広い平坦地が残 り、北斜面に浅い竪堀が残る。

そ の 他

城主であった森近江守の上居は現在の土居町よりも西で天神町の上手沿いだとも伝えられる。永禄 3年

(1560)初 陣の元親が宇津野山か らこの潮江城を遠望して、人は居ないと判断して容易に城を攻略した話があ

る。

関連 文 献

及び資 料

宮地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集13

山本 大他 日本城郭大系 15

高知県史上

青楓会 (昭 10)上佐史談会 (昭 51

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県市編纂会 (昭 26)

佐伯文蓄 暦応 3.

土佐州郡志 巻21

南路志 蘭国之部

上佐古城伝承記

長元記 乾

土佐物語 巻 4

土佐国編年紀事略

1. 高知県史古代中世史料編 (昭52)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会  (昭 34)

(踊雪50)

国史研究会   (大 3)

巻 7 2

皆山集

巻 5
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南 よ り

ニノ段 (北を西より)

言吉ノ段 (Jヒより)

三ノ段東 (上塁を北より)

東郭に残る山内家の石杭東郭 (西より)



名 称 29 秦 泉 寺 城

所 在 地 高知市秦泉寺

遺構の状況

現 状 山頂 山林 畑

保 存 度 や ＼不良 城跡は畑地、宅地、県道 となる。

遺構の特色

詰 ノ段は南側 と思われる、】ヒ隅には小祠がある。北側にも郭があり中央を堀切で仕切る。北の段より北の尾

根筋に三条の堀切が残 り、この南北郭を取 り囲むようニノ段郭が残る。中央堀切下に水神様があり、ここが井

戸跡かも知れない。二の段南下より尾根にかけて八条の堀切が、二の段西下にも堀切道があ り、県道下にも竪

堀が残る。南尾根の堀切は、中央を尾根道 としているため完全に,堀 り切 らずに竪堀となっている。久武内蔵助

が土居を構えたという屋敷・土居の小字が山麓に残る。

そ の 他

淋谷に秦泉寺掃部の墓がある。

関連 文 献

及び 資 料

宮地森成

橋詰延寿他

山本 大他

高知県史上

西山晴視

安岡源一

土佐国古城略史

日本城郭全集 13

日本城郭大系15

土佐の古城

岡豊城を中心 とする土佐の城享[

青楓会 (昭 10)

人物往来社

新人物往来社

高知県史編纂会

高知新聞社

「岡豊村史」

土佐史談会 (

(昭42)

(Rg54)

(野ヨ26)

(町ヨ46)

(昭 34)

昭51

土佐国古城記 (天保 13

土佐古城伝承記

土佐遺語 巻 1

土佐州郡志 巻20

南路志 聞国之部 巻 7

土佐軍記 (四国軍記 )

土佐物語 巻 4、 5

土佐国編年紀事略 巻 5

)

皆山集 2

高知県立図書館

(HaV50)

前田和男    (昭 47)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会 (昭 34)

国史研究会   (大 3)

ノ 1

巻 2

土佐郡秦泉寺郷地検帳  天正16年

備前院
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ヨし よ り 北 東 よ り

南ニノ段 (詰より )ニノ段北 (西より )

南ニノ段 (雨より ) 南詰ノ段石垣



北ノ段 (北郭土塁上より , 南尾根に残る竪堀 (東上から)

備 前 焼
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名 称 30前 里 城

所 在 地 高 知 市 前 里

遺構の状況

現 状 山頂 墓地

保 存 度 消滅 墓地のため遺構は見当らない。

遺構の特色

そ の 他

古城略史に「秦泉寺村の北山上に在り」とある。

関 連 文献

及 び 資 料

宮地森城  土佐国古城略史       青楓会 (昭 10)上佐史談会 (昭51)

橋詰延寿他 日本城郭全集 13       人物往来社   (昭 42)

山本 大他 日本城郭大系 15      新人物往来社  (昭 54)

土佐州郡志 巻20

南路志 蘭国之部 巻 7,1

宅間一之

高知県文教協会
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城単副

南  よ り

一 宮 別 城

南 よ り 松源様を祀る小祠
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名 称 31 国 沢 城

所 在 地 高 知市堺町

遺構の状況

現 状 平地 市街地

録 存 度 消滅

遺構の特色

そ の 他

関 連 文献

及 び 資 料

宮地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集 13

山本 大他 日本城郭大系 15

高知県史上

青楓会 (昭10)上佐史談会 (

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭26)

昭 51

土佐国古城記 (天録 13

土佐遺語

高知県立図書館

前田和男    (昭 47)

大高坂之郷地検帳  天正15年



名 称 32 莉 野 城

所 在 地 高 知市 前 野

遺構の状況

現 状 山腹 山林

保 存 度 やや良

遺構の特色

詰 ノ段西に土塁跡 らしいかすかな盛上が見られる。二の段は平坦地のみ残る。西 と東尾根に各々一条堀切が

残る。

東の堀切は竪堀 となっている。

そ の 他

関 連 文献

及 び 資料

官地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集 13

山本 大他 日本城郭大系 15

土佐州郡志 巻 20

南路志 聞国之部 巻 7,1

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会 (昭34)

昭51
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中央の小高い森の所

南 よ り

ョし よ り

詰ノ段 (東より)

莉野城西尾根に残る堀切 (北より) 東南尾根北面堅堀 (上より)



名   称 33,一 宮 別 城

所 在 地 高知 市 一 宮

遺構の状況

現   状 霊   園

録 存 度 消  滅

遺構の特色

そ の 他

久武将監の居城と伝えられる。

関 連 文献

及 び資料
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名 称 34 - 宮 城

所 在 地 高知 市 一宮

遺構の状況

現 状 山腹 山林

保 存 度 消滅

遺構の特色

城跡の一部と思われるところの東側に一ケ所堀切が残っているが、北西側が完全に削られており不明である。

堀切の西に削平地が残るがその他の遺構は見当らない。

そ の 他

この山の谷がしんどう谷といい、しんどうの城があったとの伝承がある。

関 連 文献

及 び 資料

官地森城  土佐国古城略史       青楓会 (昭 10)上佐史談会 (昭 51)

橋詰延寿他 日本城郭全集 13      人物往来社   (昭 42)

山本 大他 日本城郭大系 15      新人物往来社  (昭 54)

佐伯文書 建武 3,3,22

土佐州郡志 巻 22

南路志 聞国之部 巻 7,1

土佐郡一官庄地検帳  天正16年

高知県史古代中世史料編 (昭 52)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会
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西 よ り 南 よ り

ニノ段か (南 より) ニノ段 ?(堀切東より)

―宮城跡堀切 (西より)堀切 (南より)
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名 称 35 田 辺 島 城

所 在 地 高知市大津

遺構の状況

現 状 畑・神社境内・墓地

保 存 度 不良 墓地及び畑地、宅地、遺構は見当らない

遺構の特色

そ の 他

城であったこの小山の南側が屋敷跡といわれる。隼人神社に福留隼人をTEる。

関 連 文献

及 び 資料

官地森戎  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集 13

山本 大他 日本城郭大系15

高知県史上

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭和51

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂  (昭 26)

高知県立図書館土佐国古城記 (天保 13)
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東 よ り

鎌 島 城 跡



名   称 36.鎌 島 城

所 在 地 高知 市 介良

遺構の状況

現   状 宅地・工場

保 存 度 消  滅

遺構の特色

そ の 他

花熊城の出城といわれている。鎌島団地の所が城の前という小字である。

関 連 文献

及 び 資 料

-110-



名 称 37 花 寅髯 城 (介良城・横山城 )

所 在 地 高 知 市 介 良

遺構の状況

現 状 台地 畑・神社境内

保 存 度
不良 畑地の造成のため遺構が判明しない。詰ノ段らしい平坦地が残る。南には城八幡と横山神

社があり、北は畑地である。岸に石垣が残るがこれが当時の城跡関連のものかどうか不明である。

遺構の特色

そ の 他

芝の上居、西の上居、奥の上居の小字が残る。

関 連 文 献

及 び 資 料

官地森城

橋詰延寿他

山本 大他

橋詰延寿

西山晴視

土佐国古城略史

日本城郭全集 13

日本城郭大系 15

高知県史上

介良風土記

土佐の古城

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭 51

人物往来社   (昭 24)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭 26)

高知県文教協会  (昭 48)

高知新聞社   (昭 46)

土佐国古文叢  741

土佐国古城記 (天保13)

土佐遺語 巻 1

土佐物語 巻 2

土佐州淋志 巻 17

南路志 蘭国之郡 巻 6、

土佐国編年紀事略 巻 4

高知県史古代中世史料編 (昭 46)

高知県立図書館

前田和男    (昭 47)

国史伊究会   (大 3)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会 (昭34)

長岡郡介良庄地検帳 天正16年

染付 青磁・備前焼
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詰 ノ段 東より

詰 ノ段西南にある 右
左
城八幡
横山神社

西養寺跡 (城跡の南 )
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名 称 38  激L 城

所 在 地 高 知 市 池

遺構の状況

現 状 山頂 山林

保 存 度 畑地造成のため削平されている。尾根の東半分は昔畑にした為か削られている。

遺構の特色

詰ノ段南に小祠が残る。詰ノ段と二の段には若千の石垣が残る。詰ノ段の北には堀切が二条あり、南の堀切

は約10pの巾がある。すぐ西下には竪堀が一条下にのびる。北の浅い堀切の東半分はくずされ、尾根の東半分

もくずされている。

この城跡は太平洋戦争中に壕などを堀った為に遺構はかなり変化している。

そ の 他

関 連 文 献

及 び資 料

官地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集13

山本 大他 日本城郭大系15

高知県史上

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭51)

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭26)

高知県立図書館

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会 (昭34)

国史研究会   (大 3)

土佐国古城記 (天保13)

土佐州郡志 巻17

南路志 闘国之郡 巻 6、

土佐物語 巻 2
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南 よ り

詰ノ段 (南より)

東 よ り

詰 ノ段東の石垣

三ノ段東下郭 (南より ) 詰ノ段北に残る盛土



名 称 39 布 師 田金山 城

所 在 地 高知市布師 田

遺構の状況

現 状 山頂 山林

保 存 度 良

遺構の特色

最頂部詰 ノ段の周囲に土塁があり、北ニノ段にも土塁が残る。西下には二条の空堀があ り、やがて竪堀とな

る。二の段、三の段は南北に細長い郭である。

そ の 他

関 連 文献

及 び 資料

宮地森城

橋詰延寿他

山本 大他

土佐国古城略史

日本城郭全集 13

日本城郭大系15

高知県史上

土佐国古城記 (

土佐州郡志 巻22

南路志 蘭国之部

土佐遺語 巻 1

土佐物語 巻 2

青楓会 (昭10)土佐史談会 (

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭26)

高知県立図書館

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会 (昭 34)

前田和男    (昭 47)

国史研究会   (大 3)

昭51

天保 13)

巻 7
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布師田八頭城跡より

南 よ り

南 よ り

西尾根に残る第 2堀切 (南より)

尾根第 2堀切 (北 より) 尾根第 1堀切 (南 より)



詰北西下通路 (下より) 第 1空堀 (南より)右 上はニノ段土塁

ニノ段土塁 (南西より) 左手は土塁 ニノ段 (南東より)

追手方面 (詰 ノ段揚手より)
左右に土塁が見える

追手 (詰 より)
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名 称 40 布師 田八頭 城

所 在 地 高知市布師 田

遺構の状況

現 状 平地 畑 。宅地・ 田

爆 存 度 消滅 遺構は見当らない。

遺構の特色

そ の 他

関 連 文献

及 び資料

宮地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集13

山本 大他 日本城郭大系15

高知県史上

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭 51

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭 26)

土佐郡布師田村地検帳 天正16年

-122-



南 よ り 土居屋敷跡より

土居屋敷跡 (西 より)



名 称 41 大 津 城 (天竺城 )

所 在 地 高 知 市 大 津

遺構の状況

現 状 山頂 山林・神社境内

保 存 度 不良 詰 ノ段 北側は削られ、周辺は宅地化と電車軌道や国道、神社の石段などがある。

遺構の特色

詰ノ段南 と西に上塁が残 り、二の段に城八購をTEる 。詰 ノ段 と二の段の間にも堀切がある。三の段は平坦地

が残 り二の段 との間は堀切で仕切 られている。詰ノ段南下も堀切と土塁が残 り、詰 ノ段の土塁には土留石もあ

る。南斜面各部には削平地が残る。城山と南の高天原山との間は広い堀切で仕切られている。三の段 と四の段

との間も浅い堀切で仕切 られ、三の段にかすかな土塁跡が残る。叉、詰ノ段の穴は後年城床の井戸を求めて金

品目当に堀 ったものと伝えられる。

そ の 他

関は天竺右近の家来の市川○○が造って城の下に馬が通る道をつくり毎日警備したという。かつては入海が

叛の回 りを囲んでいた。電車軌道造成にあたって右近の墓がかかるので現在の山麓へ移転したという。その時

壷や刀が出土したと伝えられる。なお、一条の支配の時代があり現在も一条橋の名が残る。

関 連 文献

及 び資料

宮地森城

橋詰延寿他

山本 大他

西山晴視

野島竜馬

前田和男

土佐国古城略史

日本城郭全集13

日本城郭大系15

高知県史上

大津村史

土佐の古城

青楓会 (昭10)上佐史談会 (

人物往来社   (昭 42)
新人物往来社  (昭 54)
高知県史編纂会 (昭26)

昭 51

大津村 (昭 33)

高知新聞社   (昭 46)
大津天竺城落城と越智族史料 「 土佐史談」86号
大津城について  「 土佐史談」 159号

佐伯文書 文明10.823
土佐国古城記 (天保13)
土佐古城伝承記  皆山集 2
土佐州郡志 巻17
南路志 蘭国之部 巻 6、 2
土佐遺語 巻 1
土佐物語 巻 2
土佐国編年紀事略 巻 4

長岡郡大津郷上分地検帳  天正16年

高知県史古代中世史料編 (昭52

高知県立図書館

(昭50)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会 (昭34)
前田和男    (昭 47)
国史研究会   (大 3)
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東 よ り

南 よ り 封し よ り

詰ノ段南土塁切れ日
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詰ノ段 (東 より) 左手は上塁 詰南空堀 (東 より) 右上が詰ノ段
左が土塁

詰南空堀 (西 より)

西郭堀切 (北 より)
左手上が城八幡の段になる

西郭堀切 (南 より)

南尾根に残る堀切 (西 より)



名 称 42 久 ネL野 城

所 在 地 高知市 久礼野

遺構の状況

現 状 山頂 山林 。畑

爆 存 度 や 良ゝ 畑地となり変化がみられる。

遺構の特色

詰ノ段は畑で平IFI地が残り西隅には土塁跡らしい盛上がある。二の段は詰ノ段の南にあり周囲に堀切がある。

そ の 他

スミヤシキ、ナモ トヤンキの小字がある。

関 連 文献

及 び 資料

宮地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集13

山本 大他 日本城郭大系15

書楓会 (昭 10)土佐史談会 (

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会 (昭 34)

昭51

土佐州郡志 巻22

南路志 蘭国之部 巻 7

備前・青磁
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詰ノ段 (南より) ニノ段西堀切 (北より)
左手が三ノ段

西尾根第 4堀切 (南 より)西尾根に残る第 1堀切 (南 より)
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-131-



名 称 円 行 寺 城

所 在 地 不 明

遺構の状況

現 状

保 存 度

遺構の特色

そ の 他

土居の小字があるが、周辺に遺構はない。

関連 文献

及 び 資料

官地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集13

山本 大他 日本城郭大系15

高知県史上

青楓会 (昭 10)土佐史談会 (昭 51

人物往来社   (昭 42)

新人物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭 26)

宅間一之    (昭 40)

高知県文教協会 (昭 34)

土佐州郡志 巻20

南路志 蘭国之部



名 称 尾 エユ 城

所 在 地 不 切

遺構の状況

現 状

保 存 度

遺構の特色

そ の 他

高知市尾立に土居屋敷の小字が残る。

関連 文献

及 び 資料

官地森城  土佐国古城略史

橋詰延寿他 日本城郭全集13

山本 大他 日本城郭大系 15

高知県史上

青楓会 (昭 10)上佐史談会 (昭 51

人物往来社   (昭 42)

新入物往来社  (昭 54)

高知県史編纂会 (昭26)

土佐国古城記 (天保13)

南路志 蘭国之部 巻 7,4

高知県立図書館

高知県文教協会 (昭 34
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其 の 他 の 城 跡

岩 屋 城・………… 場所不明

一宮古城 …………・城主不明。現在は山林となり尾叔に一条の堀切と削平地が残つている。

池 男J城 …………・桜田古城として土佐tJllll郡志に出てくる。池城の北に位置しており物見の砦で

ある。尾根に一条の堀切と削平地が残つている。

躾ケ峰城 …………・棄泉寺城の出城といわれている。秦泉寺と莉野境にある墓地山と思われるが

何も残つていない。土佐州郡志には目見ノ峯と出てくる。
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